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安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
日
田
づ
く
り
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
24
年
７
月

の
大
水
害
の
復
旧
に
つ
い
て
は

一
定
の
目
途
が
つ
き
ま
し
た

が
、
更
な
る
防
災
力
の
強
化
が

重
要
で
あ
り
、
「
地
域
防
災
計

画
」
に
基
づ
き
、
災
害
時
の
市

民
へ
の
情
報
伝
達
を
迅
速
・
確

実
に
行
う
と
と
も
に
、
水
害
に

備
え
た
内
水
対
策
に
も
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
「
共

助
」
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

支
援
し
、
防
災
用
品
の
購
入
や

訓
練
等
に
対
す
る
補
助
を
行
う

と
と
も
に
、
防
災
士
の
養
成
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
」
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
27
年
４
月
開
始
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に

対
応
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
国
の
制
度
の

改
正
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
の

責
任
あ
る
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
子
供
の
放
課
後
対
策
な

ど
部
局
を
ま
た
ぐ
重
要
な
施
策

な
ど
は
、
総
合
教
育
会
議
を
設

置
し
教
育
委
員
会
と
密
に
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

学
校
現
場
で
は
、
小
学
校
屋

内
運
動
場
の
吊
り
天
井
の
落
下

防
止
対
策
や
学
校
施
設
の
計
画

的
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
市
独
自
で
取
り

組
ん
で
い
る
学
力
調
査
や
公
費

負
担
に
よ
る
補
助
教
材
購
入
と

併
せ
、
小
学
校
で
「
漢
字
検

定
」
、
中
学
校
で
「
英
語
検

定
」
に
伴
う
受
検
料
助
成
を
行

い
ま
す
。

　

「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
既
存
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
行
い
、
制
度
を

円
滑
に
導
入
す
る
た
め
の
万
全

な
体
制
を
講
じ
ま
す
。

水
郷
ひ
た
の
水
と

　
　
　
　
　
森
づ
く
り
の
推
進

　

「
水
郷
ひ
た
」
を
後
世
に
残

す
た
め
、
市
内
河
川
等
の
水
質

検
査
の
定
期
的
な
実
施
や
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
の
拡
大

な
ど
水
質
向
上
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
質
保
全

や
市
民
、
事
業
者
の
意
識
改
革

を
図
る
た
め
、
「
清
流
保
全
条

例
（
仮
称
）
」
の
制
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り

う
る
廃
棄
物
等
の
地
域
資
源
を

有
効
に
処
理
活
用
す
る
た
め
の

調
査
・
検
討
を
行
い
、
低
炭

素
・
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　
行
財
政
改
革
の
推
進

　

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
地

方
交
付
税
の
合
併
に
伴
う
特
例

措
置
が
27
年
度
か
ら
５
年
間
で

段
階
的
に
削
減
さ
れ
る
な
ど
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

将
来
に
大
き
な
負
担
を
残
さ

な
い
よ
う
、
実
施
計
画
や
事
務

事
業
評
価
に
よ
る
事
業
精
査
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組

み
や
市
民
が
希
望
を
持
て
る
施

策
の
推
進
な
ど
、
引
き
続
き

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
市
政

運
営
を
進
め
、
健
全
な
行
財
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
等
を
目
的
と
し
た
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

策
定
や
公
共
下
水
道
等
の
公
営

企
業
会
計
の
適
用
の
拡
大
に
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
市
の
会
計
制
度
に
つ
い
て

も
、
現
行
の
会
計
制
度
に
加

え
、
企
業
会
計
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
財
務
書
類
等
の
作
成
に

向
け
た
「
新
地
方
公
会
計
」
の

導
入
に
着
手
し
ま
す
。

　

組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
振

興
局
の
再
編
を
含
め
、
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
見
直
し
を
全
庁

的
に
進
め
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
「
第
４
次
行

政
改
革
大
綱
」
に
お
け
る
実
行

プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進
し
、
行

財
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

以
上
、
６
つ
の
重
要
課
題
を

重
点
に
、
27
年
度
の
市
政
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
生
ひ
た
の
創
生

　

市
町
村
合
併
後
、
丸
10
年
が

経
過
し
た
27
年
度
は
、
ま
さ
に

日
田
市
が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
年
に
な
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

地
域
経
済
の
再
生
、
周
辺
地
域

の
活
性
化
等
、
本
市
の
課
題
は

山
積
み
で
す
が
、
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ

く
国
の
総
合
戦
略
に
は
、
「
地

方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を

創
出
す
る
」
「
地
方
へ
の
新
し

い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」

「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と

と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携

す
る
」
と
い
っ
た
４
つ
の
基
本

目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
田
市
の
総
合
戦
略
で
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
産

業
の
創
出
や
自
然
・
歴
史
等
を

活
か
し
た
観
光
戦
略
な
ど
、
さ

ら
に
知
恵
を
絞
っ
た
施
策
を
打

ち
出
し
、
こ
れ
ら
に
市
民
の
皆

様
と
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
４
つ
の
基
本
目

標
を
達
成
す
る
潜
在
能
力
は
非

常
に
高
い
ま
ち
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
27
年
度
か
ら
本

格
的
に
取
り
組
む
「
日
田
市
版

総
合
戦
略
」
は
、
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
、
未
来
に

希
望
の
持
て
る
「
新
生
ひ
た
創

生
」
の
た
め
の
戦
略
を
盛
り
込

み
、
山
積
す
る
課
題
に
対
応
す

る
た
め
の
施
策
、
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成27年度
施政方針
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市
政
執
行
の
基
本
方
針

　

本
年
度
は
、
国
が
強
力
に
推

進
し
て
お
り
ま
す
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
」
い
わ
ゆ
る

「
地
方
創
生
」
元
年
で
あ
り
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
合
併
後

10
年
が
経
過
し
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
日
田
市
づ
く
り
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
政
執
行
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
本
市
の
現
状

や
こ
れ
ま
で
の
取
組
等
を
踏
ま

え
つ
つ
、
27
年
度
の
予
算
に
加

え
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
基

づ
く
「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
」
及
び
「
地
方
創
生
先

行
型
」
の
２
つ
の
交
付
金
等
を

活
用
し
た
26
年
度
補
正
予
算
を

組
み
、
切
れ
目
の
な
い
予
算
執

行
並
び
に
事
業
推
進
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
地
方
創
生
を

は
じ
め
と
し
た
６
つ
の
重
要
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

６
つ
の
重
要
課
題

地
方
創
生
・

　
　
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
応

　

我
が
国
の
人
口
は
、
減
少
局

面
に
入
っ
て
お
り
、
日
田
市
に

お
い
て
も
平
成
26
年
４
月
以

降
、
７
万
人
を
切
る
状
態
で
あ

り
、
改
め
て
強
い
危
機
感
を
持

っ
て
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
庁
内
に
「
日
田

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
を
設
置
し
、
日
田
市
版

の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
行
う
と
と

も
に
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

　

ま
た
、
圏
域
全
体
の
活
性
化

を
目
的
と
す
る
「
定
住
自
立
圏

構
想
」
は
、
合
併
し
た
日
田
市

を
圏
域
と
し
た
一
市
一
圏
域
で

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

市
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
市
政
の
実
現

　

昨
年
４
月
に
施
行
し
た
「
自

治
基
本
条
例
」
の
主
旨
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
市
民

で
あ
る
」
こ
と
と
「
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市

民
の
皆
様
と
の
情
報
や
意
識
の

共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
引
き
続
き
「
い
っ
し
ょ
に

考
え
ん
会
」
や
「
出
前
懇
談

会
」
を
は
じ
め
、
各
種
意
見
交

換
会
等
の
開
催
、
広
報
活
動
の

充
実
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
「
水

郷
ひ
た
応
援
基
金
」
の
「
自
治

会
還
流
制
度
」
の
更
な
る
促
進

を
図
る
な
ど
、
市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

人
が
い
き
い
き
と
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
日
田
の
創
造

　

市
民
が
い
き
い
き
と
輝
く
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
既
存
の
地
場
産

業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
日
田

の
特
性
を
最
大
限
に
活
用
し
た

産
業
の
創
出
に
引
き
続
き
努
め

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
日
田
玖
珠
地

域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
強
化
、
大
丸
福
岡
天
神
店
内

へ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
な
ど
、
「
ひ
た
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
と
販
路
拡
大
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
分
県
で
開
催
さ

れ
る
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、

「
ひ
た
」
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
し
、
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、

６
次
産
業
化
推
進
の
た
め
の
事

業
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
産

直
野
菜
の
安
定
出
荷
の
た
め
の

支
援
や
、
山
椒
の
増
産
、
薬
草

栽
培
の
実
証
事
業
に
取
り
組
む

な
ど
、
流
通
部
門
と
連
携
し
た

ブ
ラ
ン
ド
化
や
新
た
な
特
産
品

の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で

あ
る
林
業
・
木
材
産
業
に
つ
い

て
は
、
26
年
度
に
策
定
し
た

「
新
し
い
日
田
の
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
山
づ
く
り
か

ら
木
材
関
連
産
業
ま
で
の
一
体

的
な
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
を
大
規
模
改
修

し
、
美
術
品
の
展
示
・
収
蔵
施

設
や
博
物
館
を
併
設
す
る
「
複

合
文
化
施
設
整
備
事
業
」
は
、

28
年
８
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

本
格
着
工
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
駅
前
広
場
の

再
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

ま
す
。

　日田市の新たなまちづくりがスタートしました。
３月定例議会で市長が発表した本年度の施政方針か
ら、まちの目指すべき方向性と取組をお伝えします。

　２月25日開会の平成27年第１回市議会定例会で
原田市長が平成27年度の施政方針を述べました。
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地
方
創
生
・

　
　
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
応

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
万
円
）

　

合
併
後
の
日
田
市
全
体
（
一
市
一
圏

域
）
と
し
て
、
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保

を
図
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を
推
進
す

る
た
め
、
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
等
を
行
う
。

市
民
参
加
に
よ
る

　
　
　
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

周
辺
地
域
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
２
３
万
円
）

　
都
市
部
の
人
材
を
活
用
し
た
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」
の
増
員
を
図
り
、
地
域

の
実
情
に
詳
し
い
人
材
を
「
集
落
支
援

員
」
と
し
て
配
置
し
、
地
域
活
動
へ
の
支

援
を
行
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
水
郷
ひ
た
応
援
基
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
４
７
万
円
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
者
に
本
市

の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
制
度

の
Ｐ
Ｒ
等
を
強
化
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

促
進
を
図
る
。

水
郷
ひ
た
応
援
交
付
金
事
業

 　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
９
万
円
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
が
応
援
し
た
い

自
治
会
に
対
し
、
寄
附
額
の
２
分
の
１
を

上
限
と
す
る
応
援
交
付
金
を
交
付
す
る
。

人
が
い
き
い
き
と
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
日
田
の
創
造

山
椒
増
産
・

　
　
　
　
薬
草
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
０
万
円
）

　
津
江
地
域
に
お
け
る
加
工
用
山
椒
の
増

産
等
に
対
し
補
助
を
行
う
。
ま
た
薬
草
の

栽
培
品
種
等
の
可
能
性
を
調
査
し
、
民
間

が
行
う
薬
草
の
試
験
栽
培
に
助
成
す
る
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
客
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
１
万
円
）

　
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
中
に
旅

館
組
合
が
実
施
す
る
歓
迎
花
火
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
支
援
す
る
。

実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
７
２
万
円
）

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創

出
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
日
田
市
雇
用
創

造
協
議
会
の
支
援
を
行
う
。

駅
前
広
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
広
場
を
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
日
田
ら
し
い
玄
関
口
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
た
め
に
基
本
計
画
等
を
策
定
す
る
。

複
合
文
化
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
（
11
億
4
3
4
2
万
円
）

　
中
央
公
民
館
の
大
規
模
改
修
に
併
せ
、

老
朽
化
し
た
博
物
館
と
美
術
品
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
及
び
収
蔵
庫
を
併
設
す
る
複
合
文

化
施
設
の
整
備
を
行
う
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
日
田
づ
く
り
の
推
進

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
８
２
万
円
）

　

社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）
制
度
の
運
用
に
向
け
て
、
個
人
番
号

通
知
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
事
務

を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
交
付
環
境
の
整
備

を
行
う
。

平
成
27
年
度
主
な
事
業

　
２
・
３
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
た
平
成
27
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
き
、
本
年
度
も
多
く
の
事

業
（
取
組
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
特
に
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

事
業
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
赤
字
は
新
規
又
は
一
部
新
規
事
業
。  
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
関
連
事
業

　
　
　
　
　
　
（
19
億
２
７
０
１
万
円
）

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に

基
づ
き
、
保
育
等
の
量
的
拡
大
・
確
保
及

び
教
育
・
保
育
の
質
的
改
善
を
行
う
た

め
、
認
定
こ
ど
も
園
や
私
立
保
育
園
に
給

付
等
を
行
う
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
０
７
万
円
）

　
生
活
困
窮
者
の
状
況
に
応
じ
た
就
労
や

家
計
相
談
等
の
支
援
を
包
括
的
か
つ
継
続

的
に
行
う
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
（
１
億
６
５
６
４
万
円
）

　
中
学
生
ま
で
の
子
供
に
係
る
医
療
費
を

助
成
し
、
子
供
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に

対
す
る
経
済
的
支
援
を
行
う
。

防
災
士
養
成
事
業
（
76
万
円
）

　
自
主
防
災
組
織
に
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ

ー
的
役
割
を
担
う
防
災
士
を
配
置
す
る
。

ま
た
こ
れ
ま
で
養
成
し
た
防
災
士
を
対
象

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
す
る
。

小
・
中
学
校
施
設
整
備
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
４
０
万
円
）

　
児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
で
充
実
し

た
教
育
環
境
の
確
保
及
び
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
計
画
的
な
施
設
改
修
等
を

行
う
。

小
・
中
学
校

確
か
な
学
力
育
成
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
２
１
９
万
円
）

　
市
独
自
で
取
り
組
ん
で
い
る
学
力
調
査

や
公
費
負
担
に
よ
る
補
助
教
材
購
入
と
併

せ
て
、
小
学
校
で
は
「
漢
字
検
定
」
、
中

学
校
で
は
「
英
語
検
定
」
の
受
検
料
助
成

を
行
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
高
揚
と
一

貫
し
た
学
力
定
着
・
向
上
を
図
る
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
非
構
造
部
材
耐
震
対

策
・
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
（
１
億
８
６
６
０
万
円
）

　
市
内
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
う
ち
、
吊

り
天
井
を
有
す
る
６
施
設
（
光
岡
・
朝

日
・
日
隈
・
若
宮
・
三
和
・
小
野
）
の
落

下
防
止
対
策
及
び
光
岡
小
・
朝
日
小
の
大

規
模
改
修
を
行
う
。

水
郷
ひ
た
の
水
と

　
　
　
　
　
森
づ
く
り
の
推
進

河
川
環
境
向
上
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
３
３
万
円
）

　
定
期
的
な
河
川
水
質
検
査
の
実
施
に
加

え
、
三
隈
川
の
泡
や
流
域
ご
と
の
負
荷
要

因
等
の
調
査
を
行
い
、
「
水
郷
ひ
た
」
に

ふ
さ
わ
し
い
河
川
環
境
を
取
り
戻
す
た
め

の
総
合
的
対
策
の
検
討
を
行
う
。

浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
９
３
７
万
円
）

　
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
及
び
河
川
水

質
の
保
全
の
た
め
、
公
共
下
水
道
等
整
備

区
域
外
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽
設
置
者
に

対
す
る
補
助
制
度
を
県
と
連
携
し
拡
大
す

る
。

地
域
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　

地
域
資
源
（
畜
産
排
泄
物
、
バ
ー
ク

等
）
を
有
効
的
か
つ
効
率
的
に
処
理
す
る

こ
と
に
よ
る
、
低
炭
素
・
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
可
能
性
を
調
査
す

る
。

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　
行
財
政
改
革
の
推
進

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
１
３
万
円
）

　
市
の
公
共
施
設
等
の
全
容
を
把
握
し
、

更
新
・
統
廃
合
な
ど
に
よ
り
、
公
共
施
設

の
最
適
な
配
置
と
、
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
管
理
計

画
を
作
成
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
公
営
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
移
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
９
７
万
円
）

　
公
共
下
水
道
事
業
の
安
定
し
た
経
営
を

図
る
た
め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
公
営

企
業
会
計
へ
移
行
す
る
た
め
の
資
産
調
査

や
資
産
評
価
等
を
行
う
。

平成27年度主な事業
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特
別
会
計

◆当初予算の概要

一般会計
　 国民健康保険
　 後期高齢者医療
　 介護保険
　 診療所事業
　 簡易水道事業
　 給水施設事業
　 公共下水道事業
　 特定環境保全公共下水道事業
　 農業集落排水事業
　 住宅新築資金等貸付事業
　 情報センター事業

371億2,939万円
104億9,118万円
8億4,740万円
66億9,372万円
1億8,657万円
6億9,841万円
1,456万円

22億7,434万円
3,290万円

2億3,418万円
239万円

6億3,308万円

水道事業会計

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億3,697万円
12億805万円
1億5,003万円
4億3,333万円

会計名 予算額

歳出合計
371億
2,939万円

自主財源 28％
 　
　　　　　　　

　
　
　
　

　　　　　
　
依
存
財
源
 72％

歳入合計
371億
2,939万円

市税
20.6％
76億5,049万円

繰入金
1.5％
5億5,674万円

地方交付税
33.8％
125億4,000万円

国庫支出金
14.0％
52億299万円

市債
13.0％
48億
3,490万円

県支出金
6.6％
24億5,355万円

地方消費税交付金
3.3％
12億2,100万円
（※）

諸収入
3.0％
11億244万円
使用料及び
手数料 2.1％
7億7,876万円
分担金及び
負担金 0.6％
　2億924万円
その他
0.2％
9,128万円

地方譲与税
1.0％
3億6,000万円

その他
0.3％ 1億2,800万円

※地方消費税交付金のう
ち、消費税率引き上
げ分は５億270万円。

扶助費
20.3％
75億5,285万円

普通建設事業費
14.3％
52億9,587万円

人件費
15.1％
55億8,894万円

物件費
14.2％
52億7,314万円

公債費
12.2％
45億1,499万円

繰出金
12.7％
46億9,944万円

補助費等
7.9％
29億4,666万円

[性質別グラフ]

貸付金
1.9％
7億1,745万円

維持補修費
0.9％
3億4,641万円

災害復旧事業費
0.2％ 6,960万円

その他
0.3％ 1億2,404万円

平
成
27
年
度
当
初
予
算

　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
財
政
課
財
政
係
（
市
役
所
４
階
）
☎
㉒
８
６
３
４

27年度26年度25年度24年度23年度

371.29
億円

375.81
億円

402.23
億円381.12

億円
380.95
億円

◆一般会計当初予算額の推移

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
約
４
億
５
２
１
９
万
円
減
少

（
▲
１
・
２
％
）
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
27
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

合
併
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
優
遇
措
置
の

段
階
的
な
削
減
を
見
込
み
ま
し
た
。
市
税

な
ど
の
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
、
地
域

振
興
基
金
や
市
有
施
設
整
備
基
金
な
ど
を

活
用
す
る
ほ
か
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期

間
が
31
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
事
業
の
財
源
と
し
て
有
効
活
用
を
図

り
ま
し
た
。

　
歳
入
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
市
の
自

主
的
な
収
入
「
自
主
財
源
」
と
、
国
や
県

及
び
そ
の
他
機
関
等
の
意
思
決
定
に
基
づ

く
収
入
「
依
存
財
源
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

市
の
自
主
財
源
は
収
入
全
体
の
約
28
％

と
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
％
減
少
し
て

い
ま
す
。
地
方
消
費
税
交
付
金
の
引
き
上

げ
分
は
社
会
保
障
施
策
に
必
要
な
経
費
に

充
て
ま
す
。

　
「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
グ
ラ
フ

は
、
と
も
に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し
た

グ
ラ
フ
で
す
。
性
質
別
歳
出
に
は
、
支
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
の
「
義
務
的
経
費
」
の
合

計
は
１
７
６
億
５
６
７
８
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
行
政
水
準
向
上
の
た
め
の
普

通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
等
の

「
投
資
的
経
費
」
の
合
計
は
53
億
６
５
４

7
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
歳
出
を

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
た
場
合
、

普
通
建
設
事
業
費
が
９
億
４
３
６
０
万
円

の
減
額
、
公
債
費
が
５
億
９
０
１
万
円
の

減
額
、
扶
助
費
が
６
億
５
８
１
８
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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消防費
4.7％

17億5,171万円

平成27年度当初予算

[目的別グラフ]

民生費
33.0％

122億5,953万円

公債費
12.2％

45億1,499万円

教育費
11.5％

42億7,382万円

総務費
11.9％

44億572万円

土木費
10.0％

37億1,170万円

衛生費
7.6％

28億4,022万円

農林水産業費
4.4％
16億1,928万円
商工費
3.4％
12億4,064万円
議会費
0.8％
2億9,619万円
災害復旧費
0.2％
6,960万円
労働費 0.2％
9,246万円
その他 0.1％
5,353万円

歳出合計
371億
2,939万円

【一般会計】
行政運営の基本的な事業を経理する会計
【特別会計】
特定事業に限定した収支を経理する会計
【地方交付税】
どこの市町村も一定水準のサービスが提供
できるように、国から交付されるお金
【地方譲与税】国が徴収した自動車重量税
等から市へ配分され交付されるお金
【市債】市が大きな事業をするときに国や
銀行等から借りるお金。市の借金
【国庫（県）支出金】市が行う事業に対し
て国（県）から交付されるお金
【分担金及び負担金】一定の事業で特定の
利益を受ける人に負担してもらうお金

【繰入金】基金として積み立てていたお金
などを取り崩して収入とするお金
【扶助費】高齢者や児童などに対して行う
様々な支援に要する経費
【普通建設事業費】
公共施設の新・増設などに要する経費
【人件費】
職員や特別職の給与、議員の報酬など
【物件費】賃金、旅費、施設の維持管理な
どに要する経費
【公債費】市の借入金の元金および利子の
償還に要する経費
【補助費等】
補助金の交付や負担金の拠出に要する経費

基金残高の推移

地方債残高の推移

平成23年度末 平成24年度末 平成25年度末 平成26年度末
（見込）

平成27年度末
（見込）

平成23年度末 平成24年度末 平成25年度末 平成26年度末
（見込）

平成27年度末
（見込）

約185.6億円
約189.5億円

約185.4億円

約177.9億円

約188.0億円

約612.8億円
約598.6億円

約575.7億円 約572.8億円

約602.3億円

　国は、平成26年度補
正予算で「地域住民生
活等緊急支援のための
交付金」を創設しまし
た。それに伴い、市で
は14の事業を実施する
ための平成26年度補正
予算を計上しました。

【地域消費喚起・生活支援型】（３事業）
・木づかい促進事業（6,365万円）
・ふるさと旅行券販売事業（4,525万円）
・地域消費喚起プレミアム商品券発行支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　（1億4,807万円）
【地域消費喚起・生活支援型】（11事業）
・地方版総合戦略策定事業（1,000万円）
・日田市アンテナショップ大丸福岡天神店運営委託事業
　　　　　　　　　　　　　　　 　（3,847万円）
・他９事業（6,699万円）

地域住民生活等緊急支援のための交付金に伴う補正予算（平成26年度３月）

（一般会計及び特別会計※水道事業を除く）

【地方創生先行型】
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　市では、４月１日付けで行政組織の見直しを行いまし
た。その内容をお知らせします。

主な変更点
▶全ての振興局の体制の見直し
　振興局の二課体制を廃止し、振興局長の下、「総務振
興係」と「産業建設係」を設置します。

※振興局の業務に変更はありません。
　　
▶ひたブランド推進課の廃止
　「ひたブランド推進課」を廃止し、その業務を「商工労
政課」「観光課」「農業振興課」に振り分け、再編しま
す。振り分けた業務内容は右記のとおりです。

●市役所の組織が変わります

　市では、長期間の失業やひきこもりなど、様々な理由で経済的な問題を抱えている
人の相談支援窓口「ひた生活支援相談センター」を市役所内に開設しました。
　「働きたくても働けない」「家族のことで悩んでいる」「社会に出るのが恐い」な
ど、まずはお困りごとをお聞かせください。専門の支援員が一緒に考え、解決のお手
伝いをします。ご家族など周りの人からの相談も受け付けます。

●生活に困っている人の自立に向けた相談支援窓口を開設

　清掃センターは毎月第３日曜日にも開設しています。
なお、大山町の最終処分場は開設していませんので、埋
立てごみがある場合は清掃センターにお問い合わせくだ
さい。
※搬入時は混雑が予想されます。「家庭ごみの分け方・出し方」
に沿って分別・搬入をお願いします。

●清掃センター日曜開設日

商工労政課
・商業・労働福祉係
　雇用の創出に関することなど
・地場産業振興係
　地場産品の広報・広告、市場調査に関することなど
観光課
・観光振興係
　観光物産に関することなど
農業振興課
・農産振興係
　農産物の輸出、産直野菜に関することなど

　企画課行政改革推進係☎㉒８２２７（市役所６階）

　清掃センター☎㉓０１１１

南口入口

正面入口

市役所１階

健康保険課健康保険課

こども未来室こども未来室

市民課

社会福祉課社会福祉課

長寿福祉課長寿福祉課

３日以内窓口

生活支援相談センター
（午前８時30分～午後５時）

専門の支援員があなたに寄り添いながら、他の専門機関と連携して、解決に向けた
支援を行います。

自立相談支援事業
　支援員が相談を受けて、どのような支援が必要かあなたと一緒に考え、具体的な
支援プランを作成し、寄り添いながら自立に向けた支援を行います。
住居確保給付金の支給
　離職などの理由で住居を失った人又は失うおそれの高い人には、就職に向けた活
動をすることなどを条件に、一定期間、家賃相当額を支給します。生活の土台とな
る住居を整えた上で、就職に向けた支援を行います。

　ひた生活支援相談センター　
　☎㉒５２９９㉘５１３６
　（土・日曜日、祝日を除く）
　社会福祉課福祉総務係
　☎㉒８２０３（市役所１階）

◎開設日　４月19日、５月17日、６月21日、７月19日、
８月９日、９月20日、10月18日、11月15日、12月27
日、１月17日、２月21日、３月27日

※８月、12月、３月の開設日は第３日曜日ではありませんの
で、注意してください。

生活支援相談センター
（午前８時30分～午後５時）
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　平成27年度の国民健康保険税の仮算定（４～６月分）の
納税通知書と納付書を、４月中旬に送付しますので、各納
期限までに納付してください。

▶仮算定の対象になる世帯
　３月31日以前から国民健康保険に加入している世帯
▶仮算定の対象にならない世帯
　４月１日以降に国民健康保険に新規加入した世帯

※４～６月（１～３期）までは、前年の所得や税率が確定し
ていないため、前年度の国民健康保険税額を基に「仮算定」
として１期当たり前年度の１か月分に相当する額を納付し
ていただきます。

※仮算定では、前年度の一時所得・譲渡所得は課税所得に含
みません。

※仮算定で納付した額が本算定後の年税額を上回った場合
は、差額分をお返しします。

　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

●国民健康保険税（仮算定）の納税通知書を送付します

　“キアラ”とは、イタリア語で「光り輝く」という
意味です。「女性力」や「人間力」を磨き、自分自
身をプロデュースしてみませんか。

▶対象　市内在住の20歳以上65歳までの女性（過
去に受講したキアラ１～３期生も応募できます）

▶開催期間
　５月～12月（全７回）　午後７時～９時
※第１回目は、５月21日に開催します。
▶開催場所　市役所
▶参加費　無料
▶定員 30人程度（抽選）
▶申込方法　①住所②氏名③年齢④電話番号（昼間
に連絡が取れる番号）を明記し、電話、ファック
ス、メール、直接持参のいずれかの方法でお申し
込みください。

▶申込期限　４月23日㈭必着
※各振興局・振興センターでも受け付けます。
※内容等は一部変更になる場合があります。
▶平成26年度受講第３期生の声

　市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５㉒２２１０（市役所２階）
　　katsudo@city.hita.oita.jp

●ひた女性人材育成倶楽部“キアラ”第５期生を募集します

月額は、平成26年度年税額
の12分の１相当額
※100円未満は切捨て。

平成27年度の国民健康保険税額から仮算定で決定した税額（４～６月分）を差し引いて
各期に分割した額
※各納期に生じた100円未満の端数は、その端数の合計を本算定後の最初の納期の税額に合算します。

４月 ５月

仮算定 本算定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

▶講師
佐藤敬子さん（別府大学准教授）
(社)日本産業カウンセラー協会認定キャ
リアコンサルタント、(財)生涯学習開発
財団認定コーチ。全国各地で人材育成な
どの研修を多数務める大人気講師。

今の自分に
ちょこっと
自信をつけたい

なりたい自分に
なるための

取組方を知りたい

相手に
伝える力
をつけたい

考え方の
「クセ」を
変えてみたい

行動に移す
方法を
知りたい

自分の
得意なこと
を知りたい

こんな人におすすめです

参加前は緊張していましたが、素敵な仲間
と会えて、毎回とても楽しみでした

次回の広報ひた４月15日号は、４月15日㈬に発送します。
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　生活排水対策のため、市では浄化槽の設置費用の一部に対す
る補助を行っています。平成27年度は、補助金額が一部増額に
なります。また、住宅の増改築などで、単独処理浄化槽を撤去
し、合併処理浄化槽を設置する場合は、その撤去費に対して新
たに補助制度が設けられます。

●合併処理浄化槽の設置に対する補助金額を増額します

　市では、地域に根ざしたまちづくりや人づくりのため
に市内の団体などが企画する、非営利で創造的な活動に
対して助成を行います。

▶対象団体
・自治会や地域コミュニティを形成する団体
・３人以上で構成する公益的な活動やまちづくり等に関
わる団体

※振興局・振興センター管内の団体は、「日田市周辺地域活性
化対策事業」をご利用ください。

▶補助率　補助対象経費の６割以内（上限50万円）
▶申請期間　４月１日㈬から随時

※申請を希望する団体は、詳しい内容や提出書類について説明
しますので、必ず事前にお問い合わせください。

　市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所２階）

●まちづくり活動推進事業補助金

▶申込期間　４月２日㈭～８日㈬　午前９時15分～午後５時
▶入居資格　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入
居している人や、本人及び同居しようとする人に暴力
団員がいる人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人（持ち家のある人は申込みで
きません）
②市県民税の滞納がなく、これまでに市・県営住宅の明
渡し請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人

高齢者向け
左記の①～③に加えて、次のいずれかに該当する人
④単身の高齢者（60歳以上）又は高齢者のみの世帯、高
齢者夫婦（いずれかが60歳以上）のみの世帯
⑤単身の障がい者又は障がい者のみの世帯、障がい者と
その配偶者のみの世帯
⑥障がい者と高齢者（60歳以上）又は障がい者と高齢者
夫婦（いずれかが60歳以上）のみの世帯

※単身者で、身体上又は精神上著しい障がいがあるため、常時
介護を必要とする人で、在宅介護を受けることができない人
は申込みできません。

※申込用紙は、大分県住宅供給公社日田駐在所（日田土木事務
所内）に備え付けています。

▶公開抽選日・会場　４月23日㈭　午後１時30分～
　大分県日田総合庁舎４階大会議室
　大分県住宅供給公社日田駐在所☎㉓２４８０

●県営住宅の入居者を募集

新築や家の建替え等で
新しく浄化槽を設置する

汲み取り槽又は単独処理浄化槽
から切り替える人槽

５人槽
７人槽
10人槽

332,000円
414,000円
548,000円

532,000円
614,000円
748,000円

②単独処理浄化槽の撤去費補助　補助額　90,000円（上限額）
※浄化槽の設置により、撤去が必要な場合に限ります。

浄化槽を設置している皆さんへ
　浄化槽の機能を維持するために、浄化槽の使用者
に対して、浄化槽法により以下の３つのことが義務
付けられています。
保守点検…装置の調整・修理や消毒薬の補充
清掃………汚泥の引抜きや装置の洗浄
法定検査…浄化槽法に基づき清掃や保守点検が適正
　　　　に行われているかの検査

※浄化槽の補助金内容や維持管理についての説明会を集
落単位で行っています。希望する人は下記にお問い合
わせください。

▶対象事業　地域活性化に資する次に掲げる事業
・自然の活用や自然環境の保全等に係る事業
・景観、歴史、文化等を活用した事業
・生活環境の保全・美化に関する事業
・地域間、国際間の交流に係る事業
・人材の育成を目指した事業
・その他地域振興に資する事業
※原則、新規事業が対象です。
※市の他の補助対象となる事業を除きます。

　環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

地区
三芳

三和

朝日

住宅名
桃山

三和

朝日ヶ丘

摘要
一般向け（３ＤＫ）
一般向け（３Ｋ）
高齢者向け（３Ｋ）
高齢者向け（３ＤＫ）

空家戸数
２
1
1
１

①浄化槽設置補助（上限額）

▶募集する住宅

市政情報ピックアップ
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　健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●あまがせ温泉まつりを開催します
　今年もあまがせ温泉まつりが開催されます。恒例の素
人芝居を観て、温泉や食事などを楽しみながら春のひと
ときをお過ごしください。まんぷく屋台、餅まき、ぜん
ざいの接待も行われます。

▶開催日　４月18日㈯
▶イベント内容 
◆天ヶ瀬座「素人芝居」（入場無料）
・とき　昼の部　午後１時～、夜の部　午後７時～
・ところ　天瀬公民館

◆どんたく隊
　（商工会天瀬支部女性部、ひょっとこ踊り愛好会）
・とき　午前11時～午後０時30分
・ところ　天瀬公民館前お祭り広場
◆日田三隈高校ギター・マンドリン演奏会
・とき　午後０時30分～
・ところ　天瀬公民館

　日田市観光協会天瀬支部☎２１６６
　天ヶ瀬温泉旅館組合☎３４６６
　天瀬振興局総務振興係☎３１４７

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

●成人の風しんワクチン接種を助成します

定期予防接種の対象になるのは生涯で１回だ
けです。この機会を逃すと、今後、定期予防
接種として受けることができません。なお、
予防接種を受けるかどうかの判断は、個人で
行ってください。

県外の医療機関で受ける場合は、個別の手続
が必要になりますので、必ず、健康保険課に
お問い合わせください。

　健康保険課保健医療係
　☎㉔３０００（ウェルピア内）

　平成26年10月から高齢者肺炎球菌ワクチンが定期予防接種
になりました。対象者はかかりつけ医と相談し、必ず予約して
から接種してください。実施医療機関は健康保険課又は各医療
機関にお問い合わせください。

▶対象者（日田市に住民登録をしている人）
①昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれの人（65歳）
　昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれの人（70歳）
　昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれの人（75歳）
　昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれの人（80歳）
　昭和 ５年４月２日～昭和 ６年４月１日生まれの人（85歳）
　大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれの人（90歳）
　大正 ９年４月２日～大正10年４月１日生まれの人（95歳）
　大正 ４年４月２日～大正 ５年４月１日生まれの人（100歳）
②60～65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不
全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、身体障害者手帳
１級に相当する人

※今までに肺炎球菌予防ワクチンを接種した人は、助成の対象外です。
▶個人負担金　2,360円（予診のみ910円）
※対象者で生活保護を受けている人又は直近の住民税が非課税の人は
無料です。証明書が必要ですので、生活保護を受けている人は社会

福祉課、住民税非課税世帯の人は税務課で証明書を取得
し、医療機関に提出してください。

▶接種期間　４月１日㈬～平成28年３月31日㈭
▶持ち物　個別に通知した予診票、保険証（住所・
氏名・生年月日などを確認できるもの）、身体障
害者手帳など（必要な人のみ）

※①に該当する人には、４月中にお知らせの文書を送付し
ます。

　風しんは免疫力が無い人に次々と感染して拡がってい
くため、感染を防ぐためには、免疫力を付ける必要があ
ります。助成を申請する人は、申請書、抗体価検査の結
果表、領収書の写しを健康保険課（ウェルピア内）に提
出してください。
 
▶対象者　次の要件を全て満たす人
①接種日時点で満20歳以上50歳未満の人で日田市に住民
登録している人

②接種前に風しん抗体価検査を受けた人
③平成27年４月１日～平成28年３月31日に接種した人
▶助成回数　一人あたり１回
▶助成額
①麻しん風しん混合ワクチンを接種　5,000円まで
②風しん単独ワクチンを接種　3,000円まで
※実際に支払った額と①又は②を比較し、低い金額を助成額と
します。
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育
福
祉
施
設
、
病
院
、
公
共
交
通
機
関

の
旅
客
施
設
や
休
憩
所
）

■
補
助
資
格

・
日
田
材
に
よ
る
内
外
装
リ
フ
ォ
ー
ム
（
木

質
化
）
を
９
ｍ
以
上
施
工
す
る
こ
と

・
原
則
、
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

・
施
工
後
、
日
田
材
の
普
及
啓
発
に
努
め

る
こ
と

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
内
容

　
木
質
化
に
係
る
工
事
費
の
２
分
の
１

※
作
り
付
け
家
具
等
を
含
み
ま
す
。
た
だ
し
、

水
道
・
電
気
工
事
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

■
募
集
数
　
20
店
舗
（
先
着
順
）

※
申
請
書
は
、
林
業
振
興
課
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

　
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協
議
会
事

務
局
☎
㉔
２
１
６
７

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

下
水
道
を
使
う
と
き
は
注
意
を

・
水
洗
ト
イ
レ
の
紙
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
、
て
ん
ぷ
ら
油
、
サ

ラ
ダ
油
な
ど
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い　

・
宅
内
の
下
水
ま
す
を
開
け
て
、
ご
み
や

雨
水
等
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
詰

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

地
下
水
使
用
の
変
更
届

　
地
下
水
を
利
用
し
て
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
は
、
家
族
の
使
用
人
数
（
住

民
票
の
人
数
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）
か

ら
使
用
料
金
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
人
数
の
変
更
や
地
下
水
の
使
用
を
や
め

た
場
合
な
ど
は
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
阻
集
器
（
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ

プ
な
ど
）
を
設
置
し
て
い
る
飲
食
店
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
阻
集
器
の
点
検

清
掃
を
怠
る
と
、
排
水
管
の
目
詰
ま
り
・

悪
臭
の
原
因
に
な
り
、
本
来
の
機
能
が
発

揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な

点
検
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

し
い
た
け
生
産
施
設
、

　
　
　
　
　
機
械
購
入
の
助
成

①
し
い
た
け
生
産
活
性
化
総
合
対
策
事
業

■
対
象
　
年
間
５
万
駒
以
上
を
植
菌
し
、

４
年
後
に
10
万
駒
以
上
に
す
る
増
産
計

画
が
あ
る
人

■
対
象
施
設

　
散
水
施
設
、
人
工
ほ
だ
場
等

②
し
い
た
け
生
産
後
継
者
育
成
事
業

■
対
象

・
し
い
た
け
生
産
５
年
未
満
で
65
歳
未
満

の
人

・
年
間
３
万
駒
以
上
を
植
菌
し
、
４
年
後

に
10
万
駒
以
上
に
す
る
増
産
計
画
が
あ

る
こ
と

■
対
象
機
械

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ド
リ
ル
等

<

①
②
共
通>

■
補
助
率　
２
分
の
１

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
８
日
㈮

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援
し
ま
す

日
田
材
・
日
田
家
具
を

　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

■
支
給
対
象

・
居
住
目
的
で
木
造
軸
組
工
法
に
よ
り
新

築
す
る
住
宅

・
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
内
外
装
、
増
改

装
）
又
は
住
宅
等
に
付
属
す
る
施
設
の

新
設
（
倉
庫
、
車
庫
、
塀
な
ど
）

・
日
田
材
の
使
用
量
が
全
木
材
使
用
量
の

80
％
以
上
を
占
め
る
こ
と

・
原
則
、
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

・
新
築
は
日
田
材
を
15
ｍ
以
上
使
用
す
る

こ
と

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

・
新
築
住
宅　
日
田
材
35
万
円
分
又
は
日

田
家
具
38
万
５
千
円
分

・
リ
フ
ォ
ー
ム　
日
田
材
最
大
15
万
円
分

又
は
日
田
家
具
最
大
16
万
５
千
円
分

■
募
集
戸
数
（
先
着
順
）

・
新
築
住
宅　
　
年
間
60
戸

・
リ
フ
ォ
ー
ム　
年
間
200
戸

※
申
請
書
は
、
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協

議
会
事
務
局
（
日
田
木
材
協
同
組
合
内
）
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

市
内
家
具
製
造
者
の
皆
さ
ん
へ

　
家
具
の
提
供
業
者
登
録
を
希
望
す
る
市

内
業
者
の
人
は
、
林
業
振
興
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
登
録
期
限
　
４
月
30
日
㈭

店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

■
対
象
施
設
　
商
業
用
店
舗
（
販
売
・
飲

食
等
）
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
（
フ
ロ
ン

ト
・
ロ
ビ
ー
）
、
公
共
的
施
設
等
（
教

日
田
市
の
面
積
が
変
わ
り
ま
し
た

　
国
土
地
理
院
に
よ
る
面
積
値
の
計
測
方

法
が
従
来
の
２
万
５
千
分
１
地
形
図
を
基

に
算
定
す
る
方
法
か
ら
、
よ
り
高
精
度
で

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
地
図
（
電
子
国
土
基
本

図
）
か
ら
計
測
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
日
田
市
の
面
積
が

「
666
・
19
㎞
」
か
ら
「
666
・
03
㎞
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
国
土
地
理
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.gsi.go.jp/index.

htm
l

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
務
課
行
政
係
☎
㉒
８
２
０
１

大
原
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
開
始

　
大
原
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が

完
成
し
、
３
月
16
日
か
ら
使
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
都

市
整
備
課
で
使
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

　
使
用
す
る
際
は
、
施
設
の
使
用
規
則
等

を
守
り
、
安
全
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
使
用
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
（
日
曜
日
及

び
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
愛
好
者
団
体
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
４
月
５
日
㈰　
正
午
〜

　
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

くらしの情報

お
知
ら
せ

3

2

2

2
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保
健
・
福
祉

大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

登
記
相
談
は
事
前
予
約
を

　
４
月
１
日
か
ら
大
分
地
方
法
務
局
日
田

支
局
で
行
う
登
記
相
談
が
予
約
制
に
な
り

ま
し
た
。
希
望
す
る
人
は
電
話
又
は
窓
口

で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

　
☎
㉒
２
７
１
９

踏
切
事
故
防
止
の
協
力
を

・
警
報
等
が
点
滅
を
始
め
た
ら
踏
み
切
り

に
入
ら
な
い

・
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
を
確
認
す
る

・
進
行
方
向
に
自
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き

る
ま
で
踏
切
の
手
前
で
待
つ

■
踏
切
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

・
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す

・
発
炎
筒
で
合
図
を
す
る

・
車
外
に
避
難
し
、
身
の
安
全
を
守
る

・
車
が
動
け
ば
、
前
進
し
て
ポ
ー
ル
を
押

し
上
げ
て
脱
出
す
る

　
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
大
分
鉄
道
事

業
部
☎
０
９
７
‐
５
１
３
‐
５
８
５
３

国
民
年
金
保
険
料
額
が
引
上
げ

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５
５
９

０
円
に
な
り
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
は
口
座
振
替
や
前
納
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
資
格
取
得
を
希
望
者
す
る
人
を
対
象
に

研
修
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
９
日
㈯
〜
８
月
８
日
㈯

　
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
週
３
日
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所 

虹
の
家

■
受
講
料　
７
万
５
６
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）

■
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
虹
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所 

虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

相
撲
の
神
様
「
日
田
ど
ん
」
終
焉
の
地
と

　
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房
を
訪
ね
る

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
と
き　
５
月
３
日
㈷

　
ス
タ
ー
ト　
Ｊ
Ｒ
大
鶴
駅

　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
ま
で
受
付

　
ゴ
ー
ル　
　
Ｊ
Ｒ
大
鶴
駅

　
午
後
３
時
ま
で
受
付

■
コ
ー
ス
　
大
鶴
駅
↓
井
上
家
滴
翆
園
↓

日
田
ど
ん
の
墓
↓
野
菜
工
房
沙
羅
↓
釡

戸
橋
↓
ア
ト
リ
エ
カ
ジ
ワ
ラ
邦
↓
お
お

つ
る
レ
ン
ゲ
ま
つ
り
会
場
↓
大
鶴
駅

※
コ
ー
ス
距
離
は
約
８
km
、
所
要
時
間
は
３
時

間
程
度
。

※
周
辺
に
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通

機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
田
川
後
藤
寺
駅

　
☎
０
９
４
７
‐
４
４
‐
０
０
１
９

　
地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

日
田
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　
市
町
村
合
併
か
ら
10
周
年
の
節
目
に
当

た
り
、
新
た
な
日
田
市
の
発
展
を
記
念
す

る
式
典
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
活
力
あ
る

地
方
創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
と
き
　
５
月
９
日
㈯　
午
後
５
時
〜

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ
ー
ル

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　

事
業
者
の
た
め
の
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　
環
境
省
が
策
定
し
た
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
」
を
中
心
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■
と
き

　
４
月
15
日
㈬　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
東
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
４
月
13
日
㈪

　
大
分
県
生
活
環
境
部
地
球
環
境
対
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
３
４

貸
付
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
在
住
の
人
を
対
象
に
、
石
井
工
業

団
地
内
に
あ
る
貸
付
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
貸
付
条
件
　
野
菜
・
花
等
を
栽
培
す
る

こ
と
（
樹
木
の
栽
培
は
不
可
）

※
営
利
目
的
の
作
物
栽
培
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
利
用
料
　
無
料

■
貸
付
区
画　
３
区
間
（
１
区
間
約
100
ｍ
）

※
左
記
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
４
月
15
日
㈬

　
企
業
立
地
推
進
室

　
☎
㉒
８
３
１
３
（
市
役
所
３
階
）

イ
ベ
ン
ト

募
集

Information ４.１ 次回の広報ひた４月15日号は、４月15日㈬に発送します。
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え
ん
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日
田
の
川
を
考
え
る
会
会
員
募
集

　
河
川
環
境
に
関
す
る
意
見
交
換
や
河
川

敷
の
清
掃
活
動
、
小
学
生
対
象
の
自
然
体

験
学
習
「
川
の
楽
校
」
の
開
催
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■
年
間
費　
１
０
０
０
円

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
、
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
環
境
課

水
・
環
境
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
４
月
17
日
㈮

　
〒
８
７
７
ー
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
環
境
課
水
・
環
境
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

　
　

kankyo@
city.hita.oita.jp

　
日
田
の
川
を
考
え
る
会
事
務
局
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
４
５
７
‐
３
４
８
３

新
入
社
員
激
励
・
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
新
入
社
員
を
対
象
に
、
社
会
人
と
し
て

の
心
構
え
、
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

等
を
学
ぶ
研
修
会
で
す
。

■
と
き

　
４
月
17
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
議
所
４
階
大
ホ
ー
ル

■
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
、
昼
食
を
含
む
）

※
申
込
書
は
日
田
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
４
月
９
日
㈭

　
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

日
田
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

　
様
々
な
環
境
学
習
会
等
で
講
演
や
指
導

な
ど
を
行
う
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　
環
境
に
対
す
る
各
分
野
の
知
識
、
活
動

経
験
を
有
す
る
個
人
・
団
体

■
派
遣
先　
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、

小
・
中
学
校
、
高
校
及
び
各
地
域
で
開

催
さ
れ
る
環
境
学
習
等

※
申
請
書
は
、
左
記
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
募
集

　

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度

（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
は
、
企
業
、

団
体
、
自
治
会
な
ど
の
皆
さ
ん
に
年
間
を

通
じ
て
、
道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
公
共

施
設
で
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

　
現
在
51
団
体
２
５
７
７
人
が
環
境
美
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
そ
の
活
動

に
対
し
て
清
掃
用
品
を
支
給
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
希
望
す
る
企
業
・
団
体
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、
「
青
年
海
外
協
力
隊
」

「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
５
月

11
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jica.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎
０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
２
０
５

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

前
期
技
能
検
定
試
験

　
働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間　
４
月
６
日
㈪
〜
17
日
㈮

※
詳
細
は
、
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
商
工
労
政
課
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１　

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

き
の
う
さ
ま
祭
り

　

出
店
（
う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き

鳥
、
わ
た
が
し
、
お
で
ん
、
朝
採
り
野
菜

な
ど
）
、
か
っ
ぽ
酒
の
振
る
舞
い
な
ど
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
12
日
㈰　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
松
尾
神
社
前
広
場
（
内
河
町
）　

　
原
き
ば
る
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
５
２
８
７
‐
８
９
２
２

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
12
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

□
参
加
費

　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）
、
飲
食
ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

□
申
込
期
限　
４
月
８
日
㈬

　
日
田
プ
レ
イ
ス
（
西
岡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

劇
団
仲
間
「
空
の
村
号
」

　
平
成
26
年
度
社
会
保
障
審
議
会
児
童
福
祉

文
化
財
推
薦
作
品
に
選
ば
れ
た
作
品
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
15
日
㈬

　
午
後
７
時
開
演
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

※
上
演
時
間
は
１
時
間
25
分
。

　
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

※
会
員
無
料
。
当
日
入
会
で
き
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

　
☎
㉓
０
１
９
１
（
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

た
け
の
こ
掘
り
体
験
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
26
日
㈰　
午
前
10
時
〜
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

※
参
加
料
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
数　
50
人
（
先
着
順
）

タ
ウ
ン
情
報

試
験
・
講
習

Information ４.１ くらしの情報

※
住
所
・
氏
名
・
参
加
人
数
（
大
人
、
子
供
そ

れ
ぞ
れ
の
人
数
）
を
記
入
の
上
、
左
記
に
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
４
月
15
日
㈬

　
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
☎

㉔
８
７
１
８
（
吉
田
）

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
募
集

　
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
知
識
と
技
能
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
、
就
職
応
募
書
類
の
書
き
方
等

を
学
び
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
５
月
27
日
㈬
〜
９
月
25
日
㈮

　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数　
20
人
（
半
数
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
受
講
資
格
等
詳
細
は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
４
月
28
日
㈫

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室

　
☎
㉓
８
４
３
３
（
木
村
）

ひ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
心
地
よ
い
春
風
の
中
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
ク
イ
ズ
を
解
き
、
約
６
㎞
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
29
日
㈷

　
午
前
８
時
30
分
〜
50
分
受
付

　
若
宮
小
学
校
体
育
館
に
集
合

□
参
加
費　
幼
児
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
３
０
０
円
、
高
校
生
以
上
５
０
０
円

（
保
険
料
・
食
事
代
含
む
）

※
雨
天
時
は
体
育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
す
。

※
タ
オ
ル
・
お
茶
等
を
持
参
し
、
歩
き
や
す
い

服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会

　
☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
２
９
１
０

お
年
寄
り
の
住
ま
い
を

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
工
事
で
改
善

□
対
象　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用　
申
込
者
が
材
料
費
実
費
程

度
を
負
担
（
な
お
、
支
払
が
可
能
な
人

に
は
人
件
費
を
半
額
程
度
負
担
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

実
施
時
期
は
打
合
せ
の
上
、
４
〜
６
月
の
間

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
事
務
局
☎
㉔
９
２
８
８

筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
長
期
に
職
業
に
就
け
ず
悩
ん
で
い
る

人
を
対
象
に
職
業
的
自
立
な
ど
将
来
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
開
所
日　
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

□
と
こ
ろ

　
久
留
米
市
諏
訪
野
町
２
３
６
３
‐
９

　
サ
ン
ラ
イ
フ
２
階

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://chikugo‐

saposute.com
/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
４
２
‐
３
０
‐
０
０
８
７

人権コラム　　心、豊かに

音声と対等な「手話」

　手話は「言語」。
　手話は会話や対話、また意思や情報を伝達
するための言語として、国連の障害者権利条
約に定義されています。
　手話の歴史は、フランスのド・レペー神父
が1760年、パリに設立した聾唖学校で手話
による教育を始めたことが最初といわれていま
す。
　日本では、1878年に設立された京都訓聾
唖院の院長、古河太四郎氏の熱心な取組で手
話が確立されていきました。
　しかしその後、昭和の始め頃まで続いてき
た手話教育は、ある理由から“禁止”されてし
まいます。当時の欧米では、話している人の
唇を見ることによってその言葉を読み取り、
その口形を真似して本人に声を出させる手法
の研究が進められていました。そして、この
手法が日本で「口話法」として普及し、「手
話では話せるようにならない。手話は口話法
の妨げになる」とされ、ほとんどの聾学校で
手話は姿を消していきました。
　手話が再び認められるようになったのは
1990年代です。現在の聾学校では禁止とい
う規制はなくなり、手話法・口話法のいずれ
もが各学校の方針に沿って活用されていま
す。また、日常社会では、手話講座や手話通
訳者の養成講座などが広く開設され、手話を
学び、手話によってコミュニケーションを図
ろうとする人は着実に増えています。
　手話を大切な言語と認めてきたこのような
流れは、「手話言語法の制定を求める意見
書」が地方議会で採択され、手話（教育）の
更なる普及・研究のための環境整備を求める
動きにも表れています。手話は聴覚に障がい
を抱える人の手助けになるだけでなく、人が
等しく生きるために必要なものであり、音声
言語と対等な言語なのです。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

ろうあ

こころちゃん

が
っ
こ
う
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<計算例>
（ア）土地の税負担が据置きになる場合
（例）普通商業地区の地積160ｍ2の非住宅用地（住宅が建っていない土地）
　　　①平成26年度課税標準額　　9,592,000円
　　　②平成26年度固定資産税額　9,592,000円×1.4％＝134,200円（100円未満切捨て）
　　　③平成27年度評価額　13,800,000円
　負担水準＝（①平成26年度課税標準額÷③平成27年度評価額）×100＝69.5％
　負担水準が60%以上70％以下なので、（表1）より、平成27年度の課税標準額は26年度と同額の9,592,000円（1,000
円未満切捨て）となります。
　平成27年度の固定資産税額は、9,592,000円×1.4％＝134,200円（100円未満切捨て）　
（イ）土地の税負担がゆるやかに上昇する場合
（例）普通住宅地区の地積120ｍ2の専用住宅用地
　　　※小規模住宅用地の課税標準額の特例措置（評価額の6分の1）の適用を受ける場合。
　　　①平成26年度課税標準額　　380,000円　
　　　②平成26年度固定資産税額　380,000円×1.4％＝5,300円（100円未満切捨て）
　　　③平成27年度評価額　3,200,000円
　負担水準＝｛①平成26年度課税標準額÷（③平成27年度評価額×住宅用地の特例率1/6）｝×100＝71.2％
　負担水準が100%未満なので、（表2）より、平成26年度課税標準額＋平成27年度評価額×1/6×5％が適用されます。
　平成27年度の課税標準額、固定資産税額は
　平成27年度の課税標準額＝①380,000円＋（③3,200,000円×1/6）×5％＝406,000円…④（1,000円未満切捨て）
　平成27年度の固定資産税額＝④406,000円×1.4％＝5,600円（100円未満切捨て）
※課税標準額及び税額の端数処理は、実際には全ての固定資産を合算した後の額で行われます。

前年度の課税標準額＋今年度
評価額×５％（＝Ⓐ）
※ただし、Ⓐの60％を上回る
場合はⒶの60％相当額、
Ⓐの20％を下回る場合は
Ⓐの20％相当額。

負担水準 課税標準額

70％超

60％以上70％以下

60％未満

前年度の課税標準額

今年度の評価額×70％

前年度課税標準額＋（今年度
評価額×特例率）×５％
（＝Ⓐ）
※ただし、Ⓐが今年度評価額
×特例率の100％を上回る場
合は100％相当額、20％を
下回る場合は20％相当額。

負担水準 課税標準額

100％超

100％未満

今年度の評価額×特例率

（表1）商業地等の宅地の税負担調整措置 （表2）住宅用地の税負担調整措置

◆宅地の税額の求め方◆
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　税務課資産税係☎㉒８２０６（市役所１階）

平成27年度は固定資産税の評価替えの年です

①評価替えとは
　３年ごとに評価額を適正で均衡の取れた価格に見直す制度のことです。平成27年
度は固定資産（土地と家屋）の評価替えの基準年度です。平成27年度から29年度ま
での固定資産の評価額を決定します。
　固定資産の評価が見直されると、市長がそれぞれの価格を決定し、その価格を基に
課税標準額が算定されます。決定した価格や課税標準額は固定資産課税台帳に登録さ
れます。（固定資産課税台帳は６月１日まで無料で閲覧できます）
◆土地（宅地）…平成26年１月１日を基準とし、平成26年７月１日までの半年間の
地価の動向を配慮して、評価の見直しを行っています。
※平成６年度からは、地価公示価格の７割を目途に評価替えを行っています。
◆家屋…平成25年７月現在の建築物価を基に、評価の見直しを行っています。

②税額の決定
◆土地（宅地）
　税額＝課税標準額×税率（1.4％）となります。特例や調整措置がある場合の計算例は17ページを参照してください。
住宅用地に対する課税標準の特例
　住宅用地はその面積の広さによって、小
規模住宅用地と一般住宅用地に分けて特例
措置が適用されます。
・小規模住宅用地（住宅１戸につき、200
ｍ2までの住宅用地）の課税標準額

　評価額の６分の１
・一般住宅用地（小規模住宅用地以外の住
宅用地）の課税標準額
　評価額の３分の１

新増築の家屋の評価
建物の間取り・仕上げ等の把握のための現地調査を行い、価格を決定します。
評価額＝再建築価格×経年減点補正率
新増築の家屋以外（在来分家屋）の家屋の評価
在来分の家屋は、３年ごとに評価替えが行われます。見直し後の価格は３年間の建築物価の動
向を考慮して定められた再建築費評点補正率が適用されます。
評価額＝再建築価格×経年減点補正率
再建築価格＝平成26年度の再建築価格×再建築費評点補正率（木造家屋1.06、非木造家屋1.05）
※算出された評価額が前年度を超える場合は、前年度の評価額に据え置かれます。

宅地の税負担の調整措置
　地域や土地でばらつきがある負担水準を均衡化させるため、負担水準が
高い土地は税負担を引下げ又は据置き、税負担が低い土地はなだらかに税
負担が上昇する調整措置を講じます。
※平成27年度の税制改正で、負担調整措置は原則、今までの仕組みが３年間延長さ
れます。

●負担水準とは…個々の土地の前年度の課税標準額が今年度の評価額に対
してどの程度まで達しているかを示すものです。

固定資産とは
田・畑・宅地・山林などの土地、住
宅・事務所などの家屋、会社や工場な
どで使う機械・器具・備品などの償却
資産の総称です。

固定資産税とは
毎年１月１日現在で固定資産を所有し
ている人が、固定資産の価格を基に算
定される税額を、固定資産が所在する
市町村に納める税金のことです。

都市計画税とは
都市計画区域内に土地や家屋を所有
している人が、都市計画事業や都市
区画整理事業に要する費用に充てる
ため、固定資産税と併せて納める税
金です。税額＝課税標準額×税率
（0.24％）で算出されます。

平成28・29年度の土地
（宅地）の評価額の修正
土地（宅地）の価格は、基準
年度の価格を３年間据え置く
ことが原則ですが、平成28・
29年度に地価が下落し、価格
を据え置くことが適当でない
場合には、簡易な方法で土地
（宅地）の価格の修正を行い
ます。

負担水準＝
今年度の評価額（×住宅用地特例率（1/3又は1/6））

前年度課税標準額

◆家屋
　家屋は、国が示す固定資産評価基準を適用し、再建築価格を基に評価します。
　税額＝課税標準額（評価額）×税率（1.4％）で算出されます。 再建築価格

　対象の家屋と同一の
ものを評価の時点でそ
の場所に新築するとし
た場合に必要とされる
建築費です。
経年減点補正率
　建築後の年数の経過
で生じる損耗の状況に
よる減価を表したもの
です。
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予防接種のご案内

予防接種のスケジュールの例

　市では、子供の健康状態に合わせて予防接種を受けることができるように、個別接種を行っています。
　予防接種は、19ページの医療機関で実施していますので、事前に予約し、子供の体調が良いときに受けてください。

健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

乳幼児の予防接種
　出生や転入の届出があった翌月に
次の２つを郵送します。
●冊子
　「予防接種と子どもの健康」
※冊子をよく読み、予防接種の必要性や副
反応を正しく理解して受けましょう。

●乳幼児期に受ける予防接種の予診票
（医療機関にも備え付けています）
※予診票は、子供の健康状態を把握する
ための大切な書類です。保護者が責任
を持って記入してください。

※医療機関を受診する際は、必ず「母子
健康手帳」を持参しましょう。

小学生の予防接種
　予診票は、各学校を通じて送付し
ますので、保護者が必要事項を記入
してください。
●日本脳炎
　平成17年から平成21年までの積
極的な呼び掛けを差し控えたこと
により、平成７年４月２日から平
成19年４月１日生まれの人うち、
予防接種が終わっていない人は、
７歳以上20歳未満の間、無料で接
種できます。

子宮頸がん予防接種
　ワクチン接種後に、長期的な痛み
やしびれの副反応が報告されたこと
を受け、厚生労働省は平成25年６月
から、積極的な呼び掛けを差し控え
ています。

県外で接種する人へ
　個別の手続が必要です。接種費用
は、一旦、自己負担をしていただき
ますが、接種後に還付する制度があ
ります。予防接種を受ける前に、健
康保険課（ウェルピア内）にお問い
合わせください。

　それぞれの予防接種の望ましい接種時期の例を示しています。実際に接種するときは、かかりつけ医と相談しましょう。
※　　　は標準的な接種期間、■は定期接種の対象年齢で、無料で接種できる期間を示しています。①～④は、ワクチンの
種類ごとの接種回数を示しています。

ワクチン

四種混合
（ジフテリア・破傷風・
百日ぜき・不活化ポリオ）

麻しん風しん混合
（１期、２期）

日本脳炎
（１期、２期）

ＢＣＧ（結核）

ヒブ

小児用肺炎球菌

水痘（水ぼうそう）

おたふくかぜ

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

７
か
月

８
か
月

９
か
月

10
か
月

11
か
月

12
か
月

15
か
月

18
か
月

19
か
月
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳
10
歳
11
歳
12
歳

①
▼

①
▼
②
▼

③
▼

①
▼
②
▼
③
▼

①
▼

①
▼

①
▼

②
▼

②
▼

④
▼

②
▼

③
▼

④
▼

④
▼

④
▼

１期初回

１期初回

１期追加

１期追加
２期

①
▼２期

１期 ２期
③
▼定

期
接
種

任
意

①
▼

①
▼

②
▼
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平成27年度予防接種実施医療機関

①三種混合、四種混合
②不活化ポリオ
③二種混合
④麻しん風しん混合（１期・２期）
⑤日本脳炎１期
⑥日本脳炎２期

⑦ＢＣＧ（結核）
⑧ヒブ、小児用肺炎球菌
⑨子宮頸がん予防
⑩水痘（水ぼうそう）
⑪おたふくかぜ（任意）

　 　 ● 　 　 ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 　 ● ● ● ● 　 　 ● ● ●

　 　 　 ● 　 　 　 　 ●
　 　 ● 　 　 ● 　 　 ●
　 　 ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 ● 　 　 　 　 　 ●
　 　 ● 　 　 ● 　 　 ●
● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●

　 　 ● 　 　 ●

　 　 ● 　 　 ● 　 　 ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 ● 　 　 ● 　 　 ● 　
　 　 　 　 　 　 　 　 ●
● 　 ● ● ● ●
　 　 　 　 　 ●
　 　 ●

　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 　 ● 　 　 ●
　 　
　 　 ● ● 　 ● 　 　 ●
　 　 ●
　 　 ● 　 　 ●
　 　 　 　 　 　 　 　 ●
　 　 　 　 　 　 　 　 ●
　 　 ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ●

医療機関 住所 電話番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
要予約

要予約
要予約
要予約

要予約

要予約

要予約

要予約
要予約
要予約
要予約
要予約

要予約

9:00～12:00
　　　14:00～17:30

　9:00～12:00
13:30～14:30
16:00～17:00
 9:00～12:00

8:30～17:00
8:30～15:00

午前　　 
　

午後・要予約 
8:30～17:30
8:30～12:30
午前・要予約 
14:30～16:00
14:00～14:40
14:00～16:00

 
13:00～14:00

14:30～17:00
 8:30～12:30
14:00～16:00
 8:30～12:30
14:00～18:00

 8:30～12:00
　　　　　

9:00～17:30
9:00～11:30
15:30～16:30

月～金
土

月～金
土

月～金

水
月～金
土

月・水・金
月～金
土

月～土

月

要予約
　　　　
　　　　
月～土
月～金

 
月～土

月・火・木・金
水・土
要予約

月～金

実施日時

土

要予約

秋吉病院 豆田町 ☎㉓0808

麻生小児科医院 淡窓２丁目 ☎㉔2323
  
  
天瀬温泉病院 天瀬町赤岩 ☎2388
  
石井産婦人科 豆田町 ☎㉓4153
井上内科 田島本町 ☎㉒4700
大河原病院 隈２丁目 ☎㉒3131

奥平医院 中津江村栃野 ☎3021
  
隈診療所 隈１丁目 ☎㉒0033
桂林病院 城町１丁目 ☎㉒1231
こじかこどもクリニック 清岸寺町 ☎㉘8771

五反田胃腸科外科病院 若宮町 ☎㉓8386
  
齋藤医院 大肥本町 ☎㉘2220

下飛田小児科 中央１丁目 ☎㉔1148
  
聖陵岩里病院 銭渕町 ☎㉒1600
聖陵花月クリニック 清水町 ☎㉗5050
膳所医院 本町 ☎㉒3292
新関内科医院 田島２丁目 ☎㉔3355
原病院 三本松２丁目 ☎㉒7151

日田リハビリテーション病院 上手町 ☎㉓8889
  
日野内科 天神町 ☎㉓6009
  
福田医院 清岸寺町 ☎㉒1648
堀田クリニック 新治町 ☎㉒2662
松浦クリニック 中央１丁目 ☎㉔4155
宮原レディースクリニック 玉川町 ☎㉔3584
みよしクリニック 三芳小渕町 ☎㉔1515
渡辺医院 大山町西大山 ☎2017
済生会日田病院 清水町 ☎㉔1100

上津江診療所 上津江町川原 ☎3001
  東渓診療所 天瀬町合田 ☎2500

２
期
の
み
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「子ども・子育て支援新制度」の利用者負担額が決まりました

●１号認定の利用者負担額
※（　）内は減免適用の負担額。

区分 利用者負担（月額）

●２・３号認定の利用者負担額　※（　）内は減免適用の負担額。

区分

利用者負担（月額）
２号認定 ３号認定

標準時間認定
３歳児 ４歳児以上 ３歳児 ４歳児以上

短時間認定 標準時間
認定

短時間
認定

生活保護世帯

市民税非課税世帯

市民税均等割課税
（所得割非課税）世帯

　　 48,600円未満

　　 73,000円未満
　　 97,000円未満
　　169,000円未満
　　301,000円未満
　　301,000円以上

市
民
税
所
得
割
課
税
額

　　 0円　

 5,800円　
(0円） 

10,200円　
（9,200円）

14,600円　
（13,600円）
19,400円　
24,100円　
34,100円　

35,500円　

0円　

5,800円　
(0円） 

10,200円　
（9,200円）

14,600円　
（13,600円）
19,400円　
24,100円　

29,400円　

0円　

5,700円　
(0円） 

10,000円　
（9,000円）

14,300円　
（13,300円）
19,000円　
23,600円　
31,000円　

32,200円　

0円　

5,700円　
(0円）

10,000円　
（9,000円）

14,300円　
（13,300円）
19,000円　
23,600円　

26,100円　

0円　

5,900円　
(0円）

10,300円　
（9,300円）

14,700円　
（13,700円）
19,500円　
24,200円　
36,700円　
51,900円　
63,600円　

0円　

5,700円　
(0円）

10,100円　
（9,100円）

14,400円　
（13,400円）
19,100円　
23,700円　
36,000円　
51,000円　
62,500円　

標準時間認定　２号・３
号認定のうち最長11時
間利用できる子供
短時間認定　２号・３号
認定のうち最長８時間利
用できる子供

こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

生活保護世帯 0円　
市民税非課税世帯 1,500円（0円）
市民税均等割課税（所得割非課税）世帯 2,200円（0円）
市民税所得割課税額 77,100円以下 11,800円（10,800円）
市民税所得割課税額 211,200円以下 15,100円　
市民税所得割課税額 211,201円以上 19,000円　

　４月から「子ども・子育て支援新制度」がスタート
しました。それぞれの家庭事情に合った教育・保育サ
ービスを提供していくために、「３つの区分（１号～
３号）」による「支給認定」が必要になりました。認
定の区分ごとの利用者の負担額が決まりましたので、
お知らせします。

◆利用者負担額の軽減
　利用者負担を軽減する「多子軽減制度」や「ひたっ
子にこにこ保育支援事業」が適用になる場合があり
ます。対象や負担額等詳細はお問い合わせください。

・１号認定　満３歳以上で、認定こども園（幼稚
園部分）を利用する小学校就学前の子供
・２号認定　満３歳以上で、保護者の就労状況な
どにより保育が必要な小学校就学前の子供
・３号認定　満３歳未満で、保護者の就労状況な
どにより保育が必要な子供

認定の区分

◆地域子ども・子育て支援事業の利用者負担金
★一時預かり事業（一般型）
・１日　1,600円
・半日　800円
・給食費　１日200円

●一時預かり事業（幼稚園型）
・平日　１日400円（月額4,000円）
・平日（長期休暇）　１日500円（月額5,000円）
・休日（土曜日）　１日600円
・給食費　実費

★延長保育事業
　標準時間認定、短時間認定　１時間まで100円
★休日保育事業　月額 2,000円
★病児保育事業（病後児対応型）
・月額上限　1,300円
・給食費　１日200円
※★印は「ひたっ子にこにこ保育支援事業」が適用されます。

※表中の（　）内は減免適用の
負担額です。ひとり親世帯
等、在宅障害児（者）のいる
世帯、その他の世帯（生活保
護法に定める要保護者等特に
困窮していると市長が認めた
世帯）は、減免制度を適用し
た負担額になります。

※子供の年齢は４月１日現在の
年齢です。

１号認定のみ

２・３号認定のみ
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４月７日㈫

４月８日㈬

４月９日㈭

４月14日㈫

４月15日㈬

４月16日㈭

狂犬病予防注射

　犬の飼い主は「狂犬病予防法」
で、生涯１回の「犬の登録」と年１
回の「狂犬病予防注射」が義務付け
られています。
　登録済みの犬の飼い主には、事前
にはがきを送付していますので、予
防注射の際に必ず持参してくださ
い。また、記載内容に誤りがある場
合は訂正してください。
※犬の登録をまだしていない人は、各会
場及び各動物病院で登録できます。

■対象の犬　生後91日以上の犬
■注射料　３,０７０円
※お釣りのいらないようご協力ください。
※登録していない犬は、登録料3,000円
が別途必要です。

※注射事故を防ぐため、犬を制止できる人
が連れてきてください。また、会場に
は、犬が多く集まります。犬同士を近
づけないようにしてください。

※体調が悪い犬や妊娠の可能性がある犬
は、動物病院に相談の上、個別注射を
受けることをお勧めします。

※犬のふんは、必ず持ち帰ってください。
※個別注射は下記の動物病院で実施しま
す。希望する場合は、事前に各動物病
院に電話で予約をしてください。

・末松どうぶつ病院（中城町）
　☎㉓８０９０
・いのうえ動物病院（清岸寺町）
　☎㉒４３２２
・動物整形外科病院
　（樋口動物病院）（元町）
　☎㉒２４７６
・いいだ動物病院（田島３丁目）
　☎㉔６０１４
・中島家畜診療所（有田町）
　☎㉒１６４６
・池田獣医科（朝日町）
　☎㉒１６８０

※飼い犬が死亡したときは、健康保険課
保健医療係又は各振興局に連絡してく
ださい。

　健康保険課保健医療係
　☎㉔３０００（ウェルピア内）

時間 会場
４月21日㈫

４月22日㈬

４月23日㈭

５月７日㈭

５月12日㈫

５月13日㈬

５月14日㈭

時間 会場

 9:30～  9:50
10:00～10:10
10:20～10:25
10:35～10:45
11:10～11:15
13:30～13:40
13:45～13:55
14:05～14:15
14:25～14:40

 9:30～  9:55
10:00～10:05
10:15～10:25
10:50～11:00
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:25
14:35～14:40

 9:30～  9:45
 9:55～10:10
10:25～10:40
10:50～11:00
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:20
14:30～14:40

 9:30～  9:55
10:05～10:20
10:40～10:50
13:30～13:45
13:55～14:05
14:15～14:35
14:45～15:05

 9:30～  9:45
 9:55～10:05
10:20～10:30
10:40～10:50
10:55～11:00
13:30～13:40
13:45～14:00
14:10～14:20

 9:30～  9:55
10:05～10:15
10:25～10:35
10:55～11:05
13:30～13:40
13:50～14:05
14:10～14:20
14:30～14:40

東有田振興センター
羽田町須ノ原土地改良区事務所
横畑公民館
岩下公民館
月出山農村公園
求来里の郷
古金町公民館
小ヶ瀬町公民館
三芳公民館

高瀬公民館
大日消防格納庫
松金集会所
小山町公民館
北友田３丁目地区集会所
長渕公民館
徳瀬公民館
上野町公民館

光岡公民館
十二町公民館
若宮町公民館（竹田公園入口）
東町公民館
朝日公民館
山田町公民館
君迫町公民館
二串町公民館

五和公民館
原公民館（内河町）
旧緑町公民館跡
関集落センター
杷木山集落センター
夜明振興センター
今山公民館

財津製作所
伏木町集会所
三河町公民館
小野谷作業所
小野地区老人憩の家
山渡瀬橋河川敷
西有田公民館
三池町公民館

新大鶴振興センター
下中山際公民館
鶴城町林業センター
源栄町（権藤知敏氏宅前）
天神町公民館
貞清公民館
三花地区コミュニティ消防センター前
藤山町公民館

 9:30～  9:40
 9:50～10:00
10:15～10:30
10:35～10:50
11:00～11:20
14:00～14:20
14:30～14:45

 9:30～  9:45
 9:55～10:25
10:35～10:45
10:55～11:05
11:15～11:30
14:00～14:20
14:30～14:45

 9:30～  9:40
 9:50～10:00
10:15～10:30
10:40～10:55
11:00～11:15
11:20～11:30

 9:30～  9:45
 9:55～10:10
10:20～10:50
11:00～11:30
14:00～14:30
14:40～15:00
15:10～15:20

 9:45～  9:55
10:05～10:25
10:35～10:50
11:00～11:20
11:30～11:50
13:30～13:50
14:00～14:10
14:20～14:40

10:00～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
14:00～14:20
14:40～14:50
15:10～15:20

 9:30～  9:40
 9:50～10:00
10:10～10:20
11:20～11:30
14:00～14:10
14:20～14:35
14:40～14:50
15:00～15:15
15:25～15:35
15:45～15:55
16:05～16:15

立石（徳永義範氏宅前）
五馬本村生活改善センター前
塚田区旧会館前
近原公民館
天瀬公民館五馬分館
出口区会館
久木野公民館

旧丸山小学校プール前
台上下公民館
苗代部公民館
榎釣（高倉重昭氏宅前）
高倉公民館
天瀬公民館東渓分館
高塚（第２駐車場）

杉河内公民館
本城３公民館
本城公民館
赤岩旧消防車庫横
天瀬公民館
湯山西公民館

松原公民館
小五馬公民館
野瀬部集会施設
大山振興局
都築コミュニティーセンター
綿打集会場
北部コミュニティーセンター

フィッシングパーク
都留センター
川原自治会センター
広川正専寺前
上津江振興局
雉谷消防詰所前
畑中公民館前
上野田消防詰所前

野田生活改善センター
栃原（交流センター横）
黒谷集落センター
山本（宿泊交流体験館下）
鯛生金山駐車場
中津江振興局駐車場

原地区公民館前
出野交流センター前
田代生活改善センター前
柚木本村コミュニティーセンター
下方地区公民館前
前津江振興局
浦方生活改善センター前
虫秋公民館前
堂尾公民館前
桑木田の頭構造改善センター前
林地区集会センター

天
瀬
地
区

大
山
地
区

上
津
江
地
区

中
津
江
地
区

前
津
江
地
区
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さかなクンに学ぶ
　東京海洋大学客員准教授のさかなクンが、３月
15日にパトリア日田で行われた第13回子どもフェ
スティバルで「さかなクンのびっくりお魚教室！in
日田」を開催した。会場の子供たちが大声で呼ぶと、
さかなクンは「ギョんにちは！」と笑顔で登場。魚
にまつわるクイズを出題し、「お魚に親しんで」と
イラストや身振り手振りを交えて楽しく解説した。

豊後中川駅待合所が完成 
　久大本線豊後中川駅待合所の落成式が３月14日
に行われた。新しい施設は木造平屋建てで、日田産
材をふんだんに使用。毎年多くの鉄道ファンが訪れ
る、桜のトンネルのイメージに合うようなデザイン
に仕上げた。総事業費は2054万円。天瀬町馬原出
身の髙倉政喜氏が「ふるさと納税水郷ひた応援基
金」として寄附した寄附金の一部を財源に充てた。

県内初のスケートボード場がオープン
　田島町の大原公園内に、県内初となる公設のスケ
ートボード場が完成した。920㎡のコース内には、
箱形や台形をした5つのセクションとハーフパイプ
などがあり、オープン初日の３月16日は、市内外
の愛好者でにぎわった。
　４月５日には、県内のプロライダーなどを招いてオ
ープニング式典などが愛好者団体の主催で行われる。

異常気象を解説
　気象予報士の森 朗氏による環境講演会「異常気象
と環境問題～どうなる？地球温暖化～」が３月20
日、パトリア日田で行われ、約150人が聴き入っ
た。森氏は世界中で発生している異常気象を分かり
やすく解説。「自分の身を守るためには、雷注意報
を見逃さない、いざというときに逃げる場所の見当
を付ける、前兆に気を付ける」などと話した。
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まちの話題

世界遺産登録に向けて
　江戸時代の藩校や私塾の世界遺産登録を目指
す茨城県水戸市、栃木県足利市、日田市の三市
の取組に、旧岡山藩が庶民向けに開校した日本
最古の閑谷学校がある岡山県備前市が新たに加
わることになり、２月21日、東京国際フォーラ
ムで会合を開いた。閑谷学校が加わることで、
登録への機運が一層高まるとされる。
　また、２月23日の咸宜園の日にちなんで、記
念講演会と咸宜園教育顕彰事業の表彰式が２月
21日、パトリア日田で行われ、福岡大学の高橋
昌彦教授が廣瀬淡窓の日記などから当時の様子
を講演した。
　３月８日には、世界遺産登録推進講演会がパ
トリア日田で行われ、「市民が支え市民が育つ
世界文化遺産」と題して九州大学大学院教授の
藤原惠洋氏が、世界遺産に導くためには市民の
力が必要であることや、文化遺産の保存活用は
地域と社会の再生のきっかけになることなどを
話した。

１.淡窓の文筆を紹介し
ながら「日記に書いて
いないこともある。理
解しながら淡窓の人生
を考えることが必要」
と語る高橋教授/２.共
同声明を発表した４市
長/３.世界遺産登録に
市民が携わった例を紹
介する藤原教授。

豆田の街並みを疾走
　３月８日、「天領日田ひなまつり健康マラソン大
会」が行われ、明るい日差しの中、小学校４年生か
ら80歳代まで1,071人が市内を駆け抜けた。
　ハーフの部は初めての試みとして、豆田の街並み
を走る区間を設け、参加選手は地元住民やボランテ
ィアの声援に笑顔や手振りで応え、豆田の景色を楽
しみながら走った。

車両多重事故想定し訓練
　車両の多重事故を想定した救助訓練が、２月24
日、中ノ島の河川敷で行われた。日田消防署、済生
会日田病院の医療チームＤＭＡＴ、大分県防災航空
隊、昭和学園高校看護科の生徒など約100人が、救
出訓練などに取り組んだ。訓練後、日田消防署の金
子徹署長は「実りある訓練になった。今後も住民の
皆さんを守る体制作りに努めたい」と話した。

１２

３

しずたに
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咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
読

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し

て
「
龍
馬
森
神
祠
（
稲
荷
社
）
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　　

淡
窓
は
大
原
八
幡
宮
の
参
詣
の
際
に
、

そ
こ
か
ら
西
に
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
若
八
幡
神
社
と
龍
馬
森
神
祠

に
も
お
参
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
「
神
主
宮
太
夫
殿
」
と
呼
ば
れ
た
大
原

八
幡
宮
の
宮
司
家
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に

由
来
し
、
宮
太
夫
と
い
う
地
名
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

若
八
幡
神
社
は
、
大
原
八
幡
宮
の
外
宮

と
し
て
、
仲
秋
祭
（
放
生
会
）
に
神
輿
の

御
神
幸
が
あ
る
場
所
で
、
淡
窓
も
こ
こ
で

神
輿
を
拝
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
北
に
龍
馬

森
や
龍
馬
林
と
呼
ば
れ
る
森
が
あ
り
、
廣

瀬
家
第
２
世
の
源
兵
衛
が
京
都
伏
見
稲
荷

社
を
勧
請
し
て
建
立
し
た
の
が
龍
馬
森
神

祠
で
す
。
俗
称
「
源
兵
衛
稲
荷
」
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
廣
瀬
家
の
氏
神

と
し
て
代
々
信
仰
の
厚
か
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
淡
窓
の
父
・
三
郎
右
衛
門
（
桃
秋
）

や
家
族
も
度
々
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
天
保
４
〜
５
年
に
、
淡
窓
は
数
日

続
け
て
参
詣
し
ま
す
が
、
父
（
天
保
５
年

10
月
に
死
去
）
や
自
身
の
病
気
、
塩
谷
代

官
に
よ
る
塾
政
干
渉
（
官
府
の
難
）
が
続

く
苦
労
の
多
か
っ
た
時
期
で
し
た
。

　

稲
荷
社
の
社
殿
は
、
文
政
11
年
に
第
６

世
久
兵
衛
が
修
復
し
、
明
治
５
年
に
第
７

世
源
兵
衛
に
よ
っ
て
再
築
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
廣
瀬
本
家
（
廣
瀬
資
料
館
）
南
側

の
敷
地
に
移
転
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
龍
馬
森
は
、
明
治
13
年
か
ら
約
２

年
間
、
咸
宜
園
を
継
承
し
た
第
７
代
塾
主

の
村
上
姑
南
が
、
塾
主
を
退
い
た
後
に
開

い
た
私
塾
「
学
思
館
」
が
あ
っ
た
所
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

淡
窓
が
放
生
会
を
詠
ん
だ
漢
詩
に
次
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

放
生
会
二
首　
そ
の
二

祭
祀
中
秋
の
節

放
生
の
名
、
尚
傳
わ
る

魚
躍
る
影
を
窺
わ
ん
と
欲
す
れ
ば

古
沼
の
月
孤
り
圓
か
な
り

　

こ
の
お
祭
り
は
、
中
秋
名
月
の
節
に
執

り
行
わ
れ
、
昔
か
ら
「
放
生
会
」
と
呼
び

習
わ
し
て
い
る
。
社
に
古
い
池
が
あ
る
。

今
、
池
の
中
に
魚
が
跳
ね
て
飛
ん
だ
。

ふ
と
そ
の
あ
た
り
を
見
る
と
、
魚
は
波
紋

を
残
し
て
影
を
見
せ
な
い
。
や
が
て
波
が

静
ま
る
と
、
池

の
水
面
に
は
、

満
月
が
映
っ
て

い
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

いちご大福

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑪

<作り方>
①いちごはサッと洗い、水気を取り、ヘタをとる。
②いちごをあんで包む。　　
③鍋に砂糖と水を入れ火にかけ、シロップを作る。　　
④③が沸騰したらだんご粉を入れ、よく混ぜしっかり火を通す。
（様子を見ながら水を加えてもよい）
⑤片栗粉を広げた上に④の生地を乗せ、10等分する。
　生地を広げ、②を包む。

　健康保険課健康支援係☎㉔３０００

<材料>（10個分）
いちご　 　10粒
こしあん　 200ｇ
砂糖　　　  60ｇ

水　　　　150㎖
だんご粉　100ｇ
片栗粉　　適宜

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　⑦

地域の自然や文化遺産を活用した教育
龍馬森神祠（稲荷社）

たんそうさん

宮太夫若八幡社
（田島本町）

【問合せ】世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

み
や
ん
て

こ
な
ん

ま
つ

な
お
つ
た

お
ど

ひ
と

ま
ど

う
か
が

　いちごは、ビタミンＣの含有量が多く、５～６粒食べれば１日分の必要量が摂
取できます。ビタミンＣは新陳代謝を高める働きを持っていますから、肌のトラ
ブルに有効です。また、細胞も丈夫にするので、風邪の予防にもなります。

りゅう まの  もり　　しんし
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　料
理
と
い
え
ば
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
く
ら

い
し
か
作
っ
た
こ
と
の
な
い
私
が
、
ア

ジ
の
刺
身
の
お
造
り
を
作
っ
て
み
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
魚
を
三
枚
に
下
ろ
す
な

ん
て
初
め
て
で
す
。
魚
を
三
枚
に
下
ろ

す
の
に
出
刃
包
丁
を
使
う
こ
と
は
今
回

初
め
て
知
り
ま
し
た
が
、
我
が
家
に
は

三
徳
包
丁
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　最
初
に
ア
ジ
の
胴
体
の
側
面
に
あ

る
「
ゼ
イ
ゴ
」
と
い
う
硬
い
う
ろ
こ
の

よ
う
な
も
の
を
包
丁
で
切
り
取
り
ま

す
。
次
は
胸
び
れ
の
脇
か
ら
背
骨
に
当

た
る
ま
で
包
丁
を
入
れ
、
ひ
っ
く
り
返

し
て
逆
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
包
丁
を
入

れ
、
今
度
は
背
骨
に
も
包
丁
を
入
れ
頭

部
を
切
り
離
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
肛

門
ま
で
お
腹
を
切
り
開
き
、
内
臓
を
取

り
出
し
水
で
よ
く
洗
い
ま
す
。
特
に
背

骨
に
く
っ
付
い
た
血
合
い
の
部
分
は
丹

念
に
洗
い
落
と
し
ま
す
。

　い
よ
い
よ
三
枚
に
下
ろ
し
ま
す
。
背

中
側
か
ら
背
骨
ま
で
包
丁
を
入
れ
ま

す
。
続
い
て
お
腹
側
か
ら
も
背
骨
ま
で

包
丁
を
入
れ
ま
す
。

　そ
し
て
、
背
骨
か
ら
身
を
切
り
離
す

と
ア
ジ
の
片
面
が
切
り
離
せ
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
に
反
対
側
の
身
も
切
り
離

し
、
ア
ジ
を
三
枚
に
下
ろ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
切
り
離
し
た
身
の
皮
を
剝

ぐ
の
は
簡
単
で
し
た
。

　身
を
刺
身
に
下
ろ
し
て
お
皿
に
盛
り

付
け
ま
す
。
初
め
て
に
し
て
は
、
ま
あ

そ
れ
な
り
の
出
来
栄
え
で
す
。
そ
の
後

は
、
自
分
で
造
っ
た
お
造
り
を
さ
か
な

に
お
酒
を
一
杯
飲
み
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
オ
ツ
な
も
の
で
し
た
。
今
度
は
鯛

に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
の
本
を
読
ん
で
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
！

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒2497　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
４月11日㈯　午後３時～４時
４月25日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

１
８
15
22
29

９
16
23

２

3028

７
14
21

４
11
18
25

３
10
17
24

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

４月の休館日（○…休館日）

料理人が教える
魚の捌き方と仕込み
宮川昌彦／監修
成美堂出版

参考にした本

図書の貸出し冊数が10冊に
　　　　　　　　なりました
　これまで、利用者カード１
枚で５冊まで貸出しができま
したが、４月１日から10冊
までの貸出しができるように
なりました。貸出し期間は今
までどおり２週間までです。

４月24日から５月12日はこどもの読書週間
様々なイベントを開催します。
○児童書のリサイクル会
○おいでよ図書館
○君のお薦め本こいのぼりに書いて教えてね
○親子で挑戦！ しおり作り
○この本読んでみませんか？
　（詳細は、図書館だよりやチラシをご覧ください）

記事募集のお知らせ
　「図書館の本を読んで、挑戦してみまし
た！」のコーナーの記事を広く皆さまから
募集します。
　図書館の本を読んでやってみたこと、本
を参考に作った作品等の紹介、読んで感動
した本の紹介等、図書館の本を題材にした
内容の記事を募集します。
　詳細は図書館にお問い合わせください。

新刊情報

太ももを「さする」と元
気になる
石橋秀幸／著
日本文芸社

　体重を支え、体のバラン
スをとる「太もも」は、年
をとっても健康で暮らすために大切な役割
を果たす。本書は、太ももの筋肉の強化方
法として「さする」ことを提案。６つのさ
する方法を分かりやすく図解し、紹介する。

１週間の物語
日本児童文学者協会／編
磯 良一／絵
偕成社

　窓のブラインドを下ろそ
うとして、外を眺めた。いつものように団
地の様々の明かりがともっているばかり
だ。どこか、違う世界に行けたら。そし
て振り向くと…。「１週間」を巡る５つの
物語。小学校高学年以上対象。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成27年２月28日現在） 

■人口
　69,225人
　（前月比－149人）
・男　32,760人
・女　36,465人
■世帯数
　27,059世帯

★ 　わくわく制作
　（こいのぼり）
　８日㈬・９日㈭　午前11時～
　せいまお兄さんと遊ぼう
　10日㈮　午前11時～
　笑いヨガ
　21日㈫　午前11時～
　療育事業（音あそび）
　24日㈮　午前11時～ 午前９時～午後５時30分

月曜日休館（祝日開館）

小

小

小

乳

乳

乳

乳

乳

乳

乳

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
じどうかん・支援施設　４月の主な催し　　

天瀬児童館　☎８９２２

●壁面制作
　 　８日㈬　午後３時30分～
　 　９日㈭　午前10時30分～
　すくすく相談日
　24日㈮
　午前10時～11時30分
※母子健康手帳を持参してください。
●こいのぼり作り　
　29日㈬　午前10時30分～ 午前９時～午後５時30分

月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎２９０１

　リズム遊び ８日㈬
　お話し会　 11日㈯
●こいのぼり作り　　
　　18日㈯
　　22日㈬

いずれも時間は午前10時30分～

まえつえ子育て支援施設　☎２４０９

●ランチday　
　16日㈭　午前10時～正午
●お誕生日会
　21日㈫　午前10時～正午
●おしゃべりタイム
　28日㈫　午前10時～正午

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●土曜開放日（フレンズデー）
　11日㈯　午前９時30分～正午
●身体計測
　14日㈫　午前９時30分～正午
●こいのぼり制作
　16日㈭・17日㈮
　午前９時30分～
　正午

午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
（火・金曜日は午後４時まで）
土・日曜日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●ベビーマッサージ
　７日㈫・21日㈫　午前11時～
★ベビーヨガ
　９日㈭　午前11時～
★作って遊ぼう
　こいのぼりを作ろう
　22日㈬　午前11時～ 午前10時～午後６時

金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　６日㈪　午前11時～11時30分
★試食会
　15日㈬　午前11時15分～正午
●開放日
　18日㈯　午前９時30分～正午
★こいのぼり制作
　23日㈭
　午前９時30分～正午

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳
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H app y
B i r t h d a y

月生まれ４
元気な日田っ子集まれ！

　６月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。５月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
　〒877-8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

けんすけ
林 賢輔ちゃん
（１歳・財津町）

ゆうか
平井結花ちゃん
（１歳・夜明中町）

りょう
髙瀬 良ちゃん
（１歳・三本松２丁目）

しんたろう
坂本信太郎ちゃん
（１歳・丸山２丁目）

る い
宮木琉衣ちゃん
（１歳・田島町）

こうのすけ
栗山晃ノ助ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

はるま はると
財津陽真ちゃん、遥人ちゃん
（２歳・清岸寺町）

じゅり
穴井樹李ちゃん
（２歳・三本松２丁目）

じょう
河津丈生ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

しのぶ
大曲司展ちゃん
（１歳・南元町）

はるま
𠮷村遥真ちゃん
（３歳・本町）

はるひ
梶原悠姫ちゃん
（３歳・上野町）

たつき
中村竜貴ちゃん
（３歳・上野町）

ま ゆ
伊藤茉佑ちゃん
（３歳・神来町）

り お
吉弘莉桜ちゃん
（３歳・吹上町）
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日
田
市
の
玄
関
、
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
白
を
基
調
と
し
た
駅
舎
か
ら
、
黒
一
色

に
な
り
、
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
存
在
感
の
あ
る
風
貌
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
待
合
室
な
ど
に
は
、
多
く
の
日
田
杉
が
使

用
さ
れ
、
「
木
の
ま
ち
・
日
田
」
を
感
じ
さ
せ
る
、
温
か
み

の
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
装
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
日
田
市
が
、
こ

の
夏
（
７
〜
９
月
）
に
開
催
さ
れ
る
「
お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
お
お
い
た

Ｄ
Ｃ
）
」
に
合
わ
せ
て
行
い
、
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
と

同
じ
水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

さ
て
、
お
お
い
た
Ｄ
Ｃ
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
を
中
心

に
、
観
光
・
交
通
事
業
者
、
経
済
団
体
、
農
林
水
産
団
体

等
と
県
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
「
旅
行
客
を
大
分
県
に
送

ろ
う
」
と
取
り
組
む
も
の
で
、
期
間
中
は
多
く
の
観
光
客

の
方
々
の
来
県
・
来
市
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
の
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
の
運
行
に
続
き
、

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
新
た
に
「
Ｊ
Ｒ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ

Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
〝
或
る
列
車
〞
」
が
日
田
〜

大
分
間
で
運
行
さ
れ
ま
す
。〝
或
る
列
車
〞
の
「
或
る
」
は
、

〝
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
発
信
し
）
〞
、

〝
Ｒ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｌ
（
豪
華
な
デ
ザ
イ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
が
楽
し

め
）
〞
、
〝
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ
Ｌ
（
世
界
の
皆
様
に
愛

さ
れ
る
）
〞
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
お
い
た
Ｄ
Ｃ
に
関
連
す
る
様
々
な
企
画
が
予

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
田
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

お
客
様
に
と
っ
て
、
「
或
る
」
日
田
に
な
れ
る
よ
う
、
み

ん
な
で
お
も
て
な
し
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
ひ
た ４/12 大分県知事・大分県議会議員選挙

　　　　　　　　　　が行われます

大分の未来を決める大切な一票。棄権しないで投票しましょう。

日

　任期満了に伴う大分県知事・大分県議会議員選挙が、４月12日に行われます。
　投票日当日に仕事や旅行などで投票できない人は、期日前投票をしましょう。
　投票するときは、はがきから入場券を切り離して、必ず本人が持参してください。

投票日に投票に行けない人へ
◆期日前投票
■とき
・県知事選挙　３月27日㈮～４月11日㈯
・県議会議員選挙　４月４日㈯～11日㈯
　いずれも午前８時30分～午後８時
　（振興局は、４月６日㈪～11日㈯、
午前８時30分～午後７時まで）
■ところ　市役所７階中会議室、
　各振興局（上津江振興局は上津江体育館）
◆不在者投票
・市外に滞在・避難している人
　旅行や仕事のため遠方に滞在し、期日前投票所に行くことがで
きない人は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票をすること
ができます。詳細は、お問い合わせください。
・身体障害者手帳などを持っている人
　①障害者手帳又は戦傷病者手帳を持っていて一定の条件を満た
す人②介護保険で「要介護５」の認定を受けている人は、郵送
による投票ができますが、事前に証明書の交付を受ける必要が
ありますので、お早めに下記に申請してください。

[投票日時]
４月12日㈰　午前７時～午後８時
※投票場所によって終了時間は異なります。
[選挙人名簿]
選挙人名簿に登録されているか確認したい人
は、名簿の縦覧ができます。
・縦覧日　４月３日㈮
　　　　　午前８時30分～午後５時
・縦覧場所
　市役所７階選挙管理委員会事務局

４月上旬に自治会を
通じて選挙公報を配
付します。よく読ん
で私たちの代表にふ
さわしい人を選びま
しょう。

投票所変更のお知らせ
月出山多目的交流館→月出町公民館
前津江町柔剣道場→前津江公民館
旧赤石小学校ランチルーム→
　　　　　　　　　旧赤石小学校体育館
鯛生金山プレスセンター→鯛生公民館
旧中津江小学校ランチルーム→
　　　　　　　　　　　　川辺公民館

　選挙管理委員会事務局☎㉒８２０９（市役所７階）


